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市民力がもたらす新しい公共性
?自発的労働がつくる町－
NEW-PUBLICNESS CAUSED BY POWER OF THE CITIZENS
THE CITY PRODUCED BY  VOLUNTARY WORK
中島滉平
Kohei NAKAJIMA
主査　赤松佳珠子　　　副査　岩佐明彦・北山恒　
法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程
　In the gap of administration's service and citizen's needs. There is an activity the citizens try to solve the 
needs. This activity is called voluntary work "Workers Collective".
    By designing the base of the voluntary work,we can cooperate with public facilitities and new network by 
the power of the citizens is born in Koshigaya.
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１．背景
（１）行政のサービスと住民のニーズのズレ　
　高齢化、ICT 化などに伴い市民のニーズは多様化・高
質化している。その中で行政が提供する生活サービスは
市民のニーズをカバーできず、ズレや漏れを生じさせて
いる。
　各市に設けられている市役所は高層箱型化し、市が大
きくなると出張所という簡易的な建築を一定地域に散布
しているが、そこには住民登録や申請などの管理業務が
ほとんどであり、生活サポートの業務はない。すなわち
管理業務との距離が近づいただけで、行政がニーズを拾
い上げられる範囲は変化していない。
　またサービスの市場化は共に生活を支え合っていた市
民同士のコミュニティの希薄化を促進させてしまう一面
もある。
（２）参加型自主管理労働「ワーカーズコレクティブ」
　（１）のような現状の中で、市民たち自らがニーズを
発見し、自ら解決しようする「ワーカーズコレクティブ」
という活動がある。ワーカーズコレクティブは営利を目
的とせず、地域貢献を第一目的に事業を行う人たちの協
同組合である。もともとは主婦中心で始まったこの活動
も高齢化に伴い食から離れた高齢者中心で運営を続けて
おり、「地域で生活することに寄与するものでありたい」
という思いを根底にワーカーズコレクティブの事業内容
は食に関するもの、福祉に関するもの、環境保護に関す
るものまで実に多種多様である。
（３）問題点
日本の高齢者は可能な限り働きたいと考える意識が強
く、地域社会の課題を自らカバーずるワーカーズコレク
ティブのような自発的労働が公共性を持つことは、これ
からのまちづくりに大きな力となることが予想できる。
　しかしこういった市民の自発的労働は行政との連携は
取れず、それぞれの団体も小さくバラバラに活動してし
まっているために参加人数や地域貢献度に限界がある。
　そこでそういった自発的労働の拠点、及び市民が気軽
に労働に関わることができる建築が必要であり、それに
よってつくられる町を提案する。
生活を支え合うコミュニティ 市場化により分断されるコミュニティ
市場化
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２．敷地
（１）埼玉県越谷市　
　埼玉県越谷市は市内に 8 駅を含む大きな市であり、
メインの越谷駅前に越谷市役所、そして南部と北部それ
ぞれに出張所が設けられている。
　越谷は埼玉県の中で老年齢人口割合が低く、逆に生産
年齢人口割合が高いことから将来老年齢人口が急増する
ことが予想されている市である。
　越谷にある各駅からは公共のバス路線が伸びている
が、各地域の利用交通状況を見ると、鉄道やバスをあま
り利用せず主に徒歩で生活している地域がある。そこは
蒲生地域と呼ばれ、住宅街が広がる地域である。
３．計画概要
　計画する自発的労働の拠点は大きく２つ目指すものが
ある。それは①意欲的な市民が参加し、新しい労働を誘
発させること②既存のワーカーズを集め、地域全体とし
ての整合性をとることである。
　また行政の窓口業務を導入することで、駅前に大きく
構えるのではなくこういった離れた住宅街にこそ眠る届
きづらいニーズを拾い上げながら、自発的労働をサポー
トしていく。それは市民だけでは難しかった公共施設と
の連携を可能にし、周辺の公共施設絡めた新しいネット
ワークを自発的労働が生み出していく。
（２）日の出商店街　
　その蒲生地域に日の出商店街がある。ここは最寄り駅
の新越谷駅から徒歩 35 分と離れた住宅街にある小さな
商店街である。越谷は 1960 年代半ばに武蔵野線が開通
したことにより宅地開発が進められ、その際にここらに
住む市民数名が生き辛さを抱え小さな仕事づくりを目指
して日の出商店街を建ち上げた。
４．設計
（１）キッチンとまとが生んだ関係
　日の出商店街は下駄履き住宅の集合体であり、下駄履
き住宅は店を閉めても２階に住み続けるため、店舗だけ
貸すことが難しいとされている。しかし日の出商店街に
ワーカーズコレクティブ「キッチンとまと」がやってき
てから、地元の農産物を使った弁当販売という特殊な技
能を必要としない生活者目線の業務内容であることが
きっかけで「2 階に閉じ住んでいた人」が「住みながら
手伝う人」になるという新しい関係を生んだ。
■ 波及空間
蒲生地域公共施設プロット図
               生まれるネットワーク
（２）ワーカーと市民が関わり合う空間へ
　現状はアーケイドが上下を分断し、2 階にこもってし
まうと 1 階の活動を全く感じられなくなっている。そ
こでアーケイドをスラブ化し、さらに 1 階と 2 階の間
に中層を挿入し、その中層をここに住む市民たちのコモ
ンスペースとなるようにした。
　2 階の住宅群も既存のモジュールからキッチンと風呂
を 1 階の共有部に移し、そこを階段室としている。そ
うすることで 1 階に降りるきっかけを生み、キッチン
などの生活コアを通してワーカーと関わり合う。そうし
て市民同士／市民とワーカー／ワーカー同士が出会い、
地域社会のニーズをリアルタイムで話し合うことで自発
的労働を誘発していく。
8 駅を抱える越谷市 徒歩利用割合 老年齢人口割合
生産年齢人口割合
A: 住む人 A: 住 み 働 く 人 A: 住 み 働 く 人
C: ワ ー カ ー ズ C: ワ ー カ ー ズ
B: 住む人 B: 住む人 B: 住み働く人
→ →
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（３）公共施設への波及
　この拠点で市民だけでなく行政の窓口機能が相談役と
して自発的労働をサポートすることによって、医療や教
育などの公共施設にも市民の小さな地域貢献の動きが顔
を出し始める。
①医療施設
　一定の曜日しか利用しないリハビリ室がある病院で
は、そこを利用し健康維持のためのエクササイズなどが
行え、いきなり診察にかかるのではなくその一歩手前の
段階としての役割を市民団体が担保する。
②教育施設
　学校敷地内へのアプローチから一番近いところに夕方
から使用しない保育室がある小学校ではそこを利用し特
別授業や生活セミナーを行う。実際にワーカーズコレク
ティブの事業の一種として裁縫や昔からの生活文化を発
信するものがあり、それを伝えるのは学校及び教室が最
も適していると考えられる。
　このように町の公共施設の一部が自発的労働に気軽に
触れられる空間へ変わっていく。
５．おわりに
　労働とは朝から晩まで働くこと、ある程度の特異な技
術を持つことなどと捉えがちだが、地域での生活で培っ
たことが地域社会を支えることができるのではないかと
考え本設計に取り組んだ。
　一人一人がただ住むのではなく共に生きる活動をする
といった意識を持っている市民は今、どれほどいるのだ
ろうか。市場原理によって分断された市民同士の生活の
支え合いは、高齢化を迎えた今、地域社会を立て直す大
きなカギとして見直されるべきであるだろう。
キッチン・風呂を 1 階へ
中層への階段室を挿入
既存の住居のモジュール
中層から 1 階の労働を眺める
既存の住居を最小限に
上下互いを感じながらで別々の活動が展開される
